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～未来につなげるうつくしま～ 

 復興だよりは、県中地域の復興・再生への活動の一部をご紹介しています。 

復興だよりを含む復興・再生活動情報は、当事務所のホームページからもご覧いただけます。 

県中地域の一日も早い復興・再生に向けて、職員一丸となって取り組んでいます！ 

「ふくしま復興再生道路」に位置づけられている国道３４９号新舘工区の進捗状況について 

○御意見・お問い合わせ先 

 福島県県中建設事務所 企画管理部 企画調査課  

 〒963-8005 郡山市清水台1-6-21山相郡山ビル８階 TEL024-935-1449  

 E-mail：kentyuu.ken@pref.fukushima.lg.jp  

 HPｱﾄﾞﾚｽ：http://www.pref.fukushima.jp/kenchu/kensetsu 

 道路ネットワークのうち、特に、原子力事故により、避難指示が発出された地域周辺については、その復

興と避難住民の帰還を加速させるため、「ふくしま復興再生道路」とし、国道３４９号を含めて8路線を位置

づけ、その整備をおおむね１０年間で概成させるべく事業を展開しております。 

 原子力事故のため設定された避難指示区域は、全域で見直しが行われましたが、帰還困難地域として依然

として国道６号をはじめとする区域内の道路が分断されたままの状況であり、浜通りを縦断する一般交通は

大きく迂回をすることを余儀なくされています。 

 このため、国道３４９号は、震災前より交通量が増大しており、ここ田村市船引町新舘地内においては道

幅が狭いことから交通の安全性が維持されておらず、これらを解決するため道路拡幅工事を進めています。 

工事区間 L＝420m 

全体計画 L=800m W=6m(10.00)m 

★県中建設事務所道路改良工事担当者の意気込み！ 

 道路を利用する人、道路に隣接する人が、どんなことに

困っているかを気にかけ、地域住民の話に耳を傾け、福

島県の復興が加速していくように、力を入れていきます。 

★道路幅員が、5ｍから10ｍに広

がり、片側に歩道が併設されます。 

★今まで歩道がなかったところにも

歩道が設けられ、近くの小学校の通

学する児童達の安全が改善されま

す。 

 

にいだて 

※図1 

★復興・再生に伴う事

業にはこちらの看板が、

設置されております。 

※図２ 

 平成26年度早期の完成を

目指して、４２０ｍ区間の道

路改良工事を行っております。 

 現在の道路では１車線

分しか確保されておりま

せん。 



工事場所：田村市船引町新舘地内 
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国道３４９号新舘工区 

国道３４９号新舘工区 

工事場所：田村市船引町新舘地内 
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